
問い合わせ先
兵庫県立コウノトリの郷公園
  〒668-0814　豊岡市祥雲寺字二ヶ谷１２８番地
　TEL： ０７９６-２３-５６６６　   
  FAX： ０７９６-２３-６５３８

　　 E-mail 　: kounotori@stork.u-hyogo.ac.jp   
     URL    　: http://www.stork.u-hyogo.ac.jp
　　 開園時間 : ９：００～１７：００　　
     休園日　 ： 毎週月曜日（休日に当たるときはその翌日）　   
     ☆リサイクルペーパーを使用

コウノトリの羽数

飼育コウノトリの羽数

（2007.3.3 現在）

放鳥コウノトリの羽数

飛べない状態にした複数の
オスとメスを放鳥拠点で飼
育し、拠点を認知したころ
に自由にさせます

方法３

幼鳥

オス メス 合計
コウノトリの郷公園 33 39 72
コウノトリ保護増殖センター 18 18 36
合計 51 57 108

適切な場所から、複数の

個体を一斉に放鳥します

飛べない状態にしたペア
を放鳥拠点で飼育・繁殖
させ、巣立ちした幼鳥を
自由にさせます

方法２方法１

放鳥・着手・巣立ち日 オス メス 合計 オス メス オス メス
方法１ 平成17年9月24日放鳥 2 3 5 1 1 J0290回収、J0232死亡 3
方法４ 平成17年9月30日着手 2 2 2 ペア不成立のため回収

（親鳥）平成17年9月30日着手 1 1 2 1 1 試験終了のため回収

（幼鳥）平成18年7月14日、21日巣立ち 1 1 2 2
方法１ 平成18年9月23日放鳥 1 2 3 3
方法３ 平成18年6月25日着手（9月24日解放） 2 2 4 4

合計 7 11 18 2 3 1 12

平成１７-１８年度

平成１８年度

平成１７年度

野外現存数実施年度 放鳥方法 備考

方法２

放鳥実績 回収 死亡

飛べない状態にした複数の
メスを放鳥拠点で飼育し、
飛翔可能な複数のオスを付
近に放鳥し、繁殖させます

方法４

平成１９年度 子どものための野生復帰講座　参加者募集

平成１９年度 コウノトリ･パークボランティア養成講座について

キノコのタネを植えよう
◆ 日 　 　 　程 ： 平成１９年３月１１日 （日） 9 ： 00 ～ 12 ： 00
◆ 内 　 　 　容 ： キノコの植菌をします
◆ 対 　 　 　象 ： 一般
◆ 服 　 　 　装 ： 帽子 ・ 長袖 ・ 長ズボン ・ 長靴
◆ 集 合 場 所 ： コウノトリの郷公園　管理 ・ 研究棟　セミナー室
◆ 参　 加 　費 ： 無料　（ただし、 保険料として１８円）
◆ 申 込 方 法 ： 平成１９年３月８日 （木） までに、 以下①～⑤を明記した E-mail ・ FAX ・ ハガキのいずれかでお申し込み下さい。
  ①郵便番号・住所 　  ②氏名 ( ふりがな )　 　 ③電話番号   ④生年月日　  　⑤「キノコのタネを植えよう」 への参加を希望
◆ 申込先 ： コウノトリの郷公園

◆ 対 　象　 者 ： 小学校４年生～中学生
◆ 定　　　 　員 :　　 ３０名
◆ 日 　 　 　程 ： 平成１９年４月２１日 ( 土 ) ～平成２０年３月８日 ( 土 ) （各回３時間程度、 全１０回）
◆ 内 　 　 　容 ： コウノトリがすめる場所のフィールド調査、 コウノトリの飼育体験、 ほか
◆ 応 募 締 切 ： 平成１９年４月１９日 ( 木 ) （ただし、 定員になり次第締め切ります）
◆ 参　 加 　費 ： 無料　
◆ 保　 険 　料 ： 　 年間５００円
◆ そ　 の 　他 ： 申し込み方法など詳細については、 コウノトリの郷公園までお問い合わせください

コウノトリの郷公園では、 コウノトリの保護･増殖と野生復帰に取り組んでいます。 コウノトリ野生復帰のフィールドとなる地域の人々は、

かつてコウノトリを育んだ里山をよみがえらせる取り組みを進めています。 「野生復帰講座」 に参加して、 コウノトリの郷公園や地域の人々

の取り組みを体験してみませんか？

平成１９年度コウノトリ･パークボランティア養成講座は、 開催いたしません。 どうぞご了承ください。

平成２０年度は開催する予定です。

主催 ： 兵庫県立コウノトリの郷公園 / コウノトリ･パークボランティア

里山体験セミナー　

新しい放鳥拠点の場所が決まりました

平成１９年度段階的放鳥の拠点として、新たに豊岡市内の２

箇所で整備を行います。放鳥拠点として選んだのは、豊岡市出

石町三木地区（出石川流域）と豊岡市日高町山本地区（円山川

流域）です。これらの地区が選ばれた大きな理由として：

・いずれの地区も、過去にコウノトリが営巣していた場所であり、

 昔からの地形や景観が、今でもよく残っていること

・コウノトリの生息環境整備に向けた取り組みが地域をあげて始

 まっており、放鳥拠点に寄せる地域住民の関心が高いこと

などがあげられます。

三木地区では放鳥方法２（「コウノトリの羽数」参照）を、

山本地区では放鳥方法３を予定しています。 江原
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消毒の徹底

人や車両の関係施設出入りの制限

屋根のない「公開ケージ」で飼育していたコウノトリ

を、屋根のある「飼育ケージ」へ移動させました。金網

でできた飼育ケージの屋根は、野鳥の糞などが入らない

ように、白いシートでおおいました（写真１）。

人や車による鳥インフルエンザウィルスの持ち運びを

防ぐため、郷公園内の要所に消毒マットを敷き、靴底や

タイヤを消毒しました (写真２･３･４)。来園者の皆さん

にも、郷公園入口や建物入口で消毒液がしみ込んだマッ

トの上を通ることで、ご協力いただきました (写真５)。

郷公園内「非公開ゾーン～公開ゾーン」間の移動や、「郷公園～保護増殖センター 」間の職

員の移動を、原則ひかえるようにしました。これは万が一、郷公園で鳥インフルエンザが確認

されても、感染の拡大を最小限にとどめるためです。

注：コウノトリの郷公園から北西約４km にあるコウノトリの郷公園附属飼育施設 コウノトリ保護増殖センター。非公開。

写真１　コウノトリの郷公園内野生化ゾーンに並ぶ飼育ケージ

　　　　それぞれのケージの屋根を、白いシートでおおいました

写真２　野生化ゾーンの入口に設けた水槽で、

　　　　タイヤを消毒する郷公園の軽トラック

写真３　郷公園入口に散布する 100 リットルの

　　　　消毒液

写真４　郷公園入口に敷いた麻布のマットに

　　　　消毒液を毎日朝と昼の２回まきました

写真５　麻布のマットの上を歩き、靴の裏を

　　　　消毒する来園者の皆さん

注

さとこうえん おかやまけん はっせい たい

おう

しいく やちょう かくり

や　ね こうかい

いどう かなあみ

ふん

しょうどく てってい

ふせ ようしょ し くつぞこ

らいえんしゃ みな

たてもの えき こ

きょうりょく

しゃりょう かんけい しせつ せいげん

ひこうかい いどう ほ　ご　ぞうしょく しょく

いん げんそく かくにん

かんせん かくだい さいしょうげん

きょてん

だんかいてき

せいび いず

みつぎ ち　く りゅういき ひだかちょうやまもと まるやまがわ

えら りゆう

か　こ えいそう

ちけい けいかん

せいそくかんきょうせいび ちいき

よ じゅうみん かんしん

しちょう

とよおかしない

コウノトリの郷公園では、岡山県での高病原性鳥インフルエンザ発生にともない、１月３０日より次のような対

応をしてきました。
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